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ｺｰﾁの役割り

育成の基本とｺｰﾁの役割り

“自立”できる選手の育成 ・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄに基づいた
練習計画の立案

・的確なｱﾄﾞﾊﾞｲｽ
行ったﾌﾟﾚｰが的確でなか
った場合はｱﾄﾞﾊﾞｲｽ（ﾋﾝﾄ）
を与える

・能力を見極め、次のｽﾃｯﾌﾟ
への進行に役立てる

試合の状況に応じて、必要な
ﾃｸﾆｯｸを選択し得る能力を身
につける

・正確なﾌﾟﾚｰ

・素早い判断

・ﾁｰﾑに役立つﾌﾟﾚｰ

ｻｯｶｰは選手がﾌﾟﾚｰを考えて選択するｽﾎﾟｰﾂ！



優秀な選手育成の捉え方
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NGU名古屋FCレディース

NGU名古屋FCレディースの概念図
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世界との交流 (世界で通用する選手の育成)
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コンディショニングマネジメント
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身につけるべきﾃｰﾏを明確にして、
きめ細かい指導計画のもとに、

ｻｯｶｰﾚﾍﾞﾙの向上をはかる

テーマ ☆個人技術
・ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞｺﾝｾﾌﾟﾄ（別途定める）
☆ｱｼﾞﾘﾃｨｰ
・ｽﾎﾟｰﾂ全般に必要なｱｼﾞﾘﾃｨｰを身につける

指導計画 ☆年間計画
・基本技術、ｱｼﾞﾘﾃｨｰなどの修得計画
☆ﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ時間
・年間時間
・1日のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ配分時間

指導の基本的な考え方



ｻｯｶｰに対する基本的な考え方

ｻｯｶｰはｼﾝﾌﾟﾙなもの！

ｻｯｶｰはﾎﾞｰﾙを蹴り、選手が走り、
得点を競い合うｹﾞｰﾑ

その中で何が起きるか！
起きることを、事前の練習でしっかり身につけておく

■ ボール扱いがうまいだけでは何の役にも立たない。重要なのは
サッカーをプレーすること、正しいタイミングでパスを出す事であっ
て、アクロバティクなリフティングをすることではない。(オシム氏)

※出来るだけ早い年代で良いコーチングを受ける事が大切 !



選手として身につける能力

１．基本ﾃｸﾆｯｸ

厳しい状況の中でも的確に素早くﾌﾟﾚｰできる能力

２．視野（ｽﾍﾟｰｽ、敵・見方の状況等）を意識したﾌﾟﾚｰ

観察力、洞察力

３．（トップを目指すために）

・高いﾓﾁﾍﾞｰｼｮﾝを維持、向上する精神力

・より高いﾚﾍﾞﾙのｻｯｶｰを目指す意識



年代別の育成計画

5～8才
junior

・ﾎﾞｰﾙをｺﾝﾄﾛｰﾙする
ことを学ぶ
（私が、ﾎﾞｰﾙの

主人公だ！）

・技術のﾄﾚｰﾆﾝｸﾞ
・ｹﾞｰﾑを多く取り入れる
・重要な点

方向性、ｽﾋﾟｰﾄﾞ、正確性、感覚

9～12才
junior

・簡単なﾙｰﾙでのｹﾞｰﾑ
を数多く体験する
（正規のﾙｰﾙも摘要）

・技術を伸ばす
・ｹﾞｰﾑの洞察力を伸ばす
・戦術の初めの原則を伸ばす
・簡単なﾙｰﾙの試合においてたくさんﾌﾟﾚｰする
・ﾚﾍﾞﾙに応じて11対11のｹﾞｰﾑを取り入れる

13～15才
Junior youth

・正規のﾙｰﾙでの試合
を多く体験する

・技術を伸ばす
・戦術の原則を理解する
・ﾁｰﾑの役割りを理解する
・3ﾗｲﾝ(DF、MF、FW）の役割りを理解する
・各ﾎﾟｼﾞｼｮﾝの役割りを理解する
・いろいろな形式のﾎﾟｾﾞｯｼｮﾝｹﾞｰﾑを経験する
・11対11の試合を多く体験する

16～18才
youth

・ﾄｯﾌﾟへの準備 ・技術を伸ばす
・より良い判断をするための戦術洞察力を向上
させる

・いろいろな試合で活躍できるために、ﾒﾝﾀﾙ面
を伸ばす
(ﾄｯﾌﾟでのﾌﾟﾚｰ）

年 令 基本的育成計画 育 成 内 容

各年代での正しい積み重ねが将来ものを言う。




